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l.は じめに

リモー トセンシングデータは、観測時の瞬間ではあるが、その時の地表面の状態を忠実にとらえ

ている。そのため、地表面の土地被覆、土地利用、植生、土壌、水、大気など、農業分野でも幅広

い分野で活用されている。農業環境技術研究所では、1983年発足当初から、農業生態系あるいは農

業環境資源の定量的な解析を目指して、衛星リモー トセンシング研究が先駆的に実施されてきた (秋

山ほか,1996、 今川,2005)。 当初、ランドサットデータが主として用いられ、日本列島をカバーす

るデータが計画的に購入、整備された。そして、所内ばかりでなく、国あるいは都道府県の農業関

係試験研究機関の研究者にも広く利用された。その後もランドサットデータだけではなく、より高

解像度のスポット、アスター、イコノス、解像度は劣るが、より高頻度のモディスなどの画像が随

時整備 されている。ここでは、これまで所内で整備 された衛星データとその利用方法について紹介

する。

2.リ モー トセンシングデータの種類
リモー トセンシング研究に用いるデータは時代とともに変化しているが、所が所蔵する主な

データについて簡単に紹介する。

1)ラ ンドサット (LANDSA丁)データ

リモー トセンシング研究において、最も代表的なデータである。アメリカ航空宇宙局 (NASA)

によつて打ち上げられたランドサット衛星によって観沢Jされ、データには MSSと TMの解像
度の異なる 2種類のデータがある。1972年 からMSSセ ンサによる観測が開始され、1984年 か
らは TMセ ンサを加えて、今日まで観測 (現在は 7号機)が継続されており、農業環境研究の
基本の 1つである経時変化をとらえるための貴重なデータを 1 101cllの 観測幅、16日 周期で提

供している。MSS(多重分光走査計)データは可視、近赤外各 2波長の反射スペク トルの数値
データとして地上分解能 80mで取得されている。これに対して、TM(セマティックマッパ )
データは、地上分解能が 30mの可視 3、 近赤外 1、 中間赤外 2(図 1-a)と 120mの 熱赤外 1
のデータとして取得されている。

2)スポット(SPO丁 )データ
スポットは、フランスの地球観測衛星で、1986年 に 1号機打ち上げられ、現在は 4号機が
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観測を続けている。解像度 20mの 可視 2、 近赤外 1(図 1-b)と 解像度 10mの パンクロマ

ティック 1のデータを観測幅 60km、 26日 周期で提供している。4号機はそれらのデータのほ

か短波長赤外の 1データも提供している。

3)アスター (ASTER)データ

アスターは日本が開発したセンサを 1999年に打ち上げられたアメリカ NASAの衛星テラに

搭載して取得しているデータである。3つの可視 。近赤外バンドのほか全 14バ ンドのデータ

を最大解像度 15m(図 1-c)、 観測幅 60kln、 16日 周期で提供されている。

4)レーダサット (RADARSAT)デ ータ
レーダサットはカナダから 1995年以降打ち上げられた衛星に搭載され、これまでのセンサ

とは異なり雲があっても地上を観測できる全天候型のマイクロ波センサで観測している。セン

サの分解能は最大 10mで、24日 周期でデータを提供している。

5)イ コノス (IKONOS)デ ータ

アメリカの商業衛星に搭載されたセンサで、解像度 4mの可視 。近赤外 4、 解像度 lmのパ

ンクロマティック 1データを提供する超高解像度のデータで (図 1-d)、 都市域では車 1台

毎を判別できる。1999年以降観沢1を しており、11日 周期でデータを提供している。

c アスター
図 1 農環研周辺の各種衛星画像

a.ラ ンドサットTM b スポット
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6)モディス (MODIS)データ
モディスは、 :イ メリカ NASAか ら)打 ち上げられ′たアクア、テラの 2つの衛星にセンサが搭
載されているため、同一の地点を昼と夜 一日 1-ヽ 2回観測を行うことができる。そして、観測

頻度が高いので、観測周期が短いデータが得られるが、36バ ンドのうち解像度は最大 250m

(2バ ン ド)と若千粗いが、広域観測に適 し′、土地被覆、土地利用変化、植生、地表温度、気

温、湿度などの観測を行 うことができる。

3.所蔵するリモー トセンシングデータ
上記のデータをはじめ、現在、所で所蔵する主なリモー トセンシングデータは日本、中国お

よび東南アジア地域をカバーしており、表 1に まとめられる。

表1 所蔵する主なリモートセンシングデータ

称名 数量 利用の可否

日本のLANDSA丁データ
日本のSPOTデータ
日本のASttERデータ
日本RADARSA丁データ
つくば周辺のイコノスデータ

250シーン

18シーン

可

可

可

可

可

ン

ン

ン

一　
一　
一

ンヽ

ンヽ

ンヽ

０

０

０

８

２

２

中国のランドサット丁Mデータ
中国のSPO丁データ
フィリピンのSPO丁データ
タイのランドサットTMデータ
タイのSPO丁データ
タイロベトナム等のASttERデータ
ラオスのLANDSA丁データ
ラオスの IKONOS,QUICKBIRDデ ータ
インドネシアのランドサット丁Mデータ
インドネシアRADARSA丁データ

200シーン  共同研究なら可
4シーン  共同研究なら可
4シーン  共同研究なら可
10シーン
2シーン

38シーン
35シーン
4シーン
1シーン
16シーン

可

可

可

可

可

可

つくばを中心 とす る東アジアの MODISデータ 135セット 一部可
バンコクを中心とする東南アジアのMODISデータ 73セット     可

日本国内に関しては、1980年代後半から 90年代初めにかけてラン ドサットTMデータで全
国をカバーするデータが整備された。それた)を利用して、全国 60地域をとらえたラン ドサッ

ト画像を用いてそれぞれの農業地域の特色が解説され,た (福原・今川 ,1993)。 全国をカバー

するこれらのデータのほか、当所の農業リモー トセンシング研究の対象地域となつたつくばを

含む関東平野、十勝平野、石狩平野、根釧台地、沖縄本島は季節別、年次別のデータが今 日ま

で多次期にわたつて所蔵されている。スポットデータに関しては、主として 1990年代以降に

観測された九州北部地方中心に、愛知県、つくば周辺、石狩平野などの画像が所蔵されている。

このほか、より解像度の高いアスターやレーダサットデータはつくば周辺のほか佐賀平野、岡

山平野および石狩平野のデータがある。 さらに、2005年、研究所内の多くの分野で研究対象とし
ている筑波山東部の恋瀬り|1流域、牛久沼流域を含むつくば市～牛久市の広い範囲をカバーする超高

解像度のイコノスデータを整備した (図 2)。 このほか、生物多様性研究領域で関東平野を対象に

植生モニタリング調査を行っている地点でのイコノスデータの整備も進んでいる。

外国のデータに関しては、中国のデータが最も多い。これは中国東部を対象に実施された砂

漠化研究、東北部での温暖化に伴 う食料生産変動予測研究で整備されたもので、内モンゴル自
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治区ホルチン沙地、フフホ ト周辺および黒竜江省の 1980年代から今日までのランドサットTM

データが多時期にわたつて所蔵されている。このほか、北京周辺、浙江省、雲南省などの一部

地域の画像も整備されている。さらに、フィリピンはピナツボ火山、タイはチャオプラヤ川下

流域、ベ トナムはメコン川下流域、ラオスは北部山岳地域、インドネシアはスマ トラ島のデー

タが所蔵されている。

また、広域をカバーするデータとしてモディスデータがある。バンコクを中心とする画像は

2001年 7月 ～ 2004年 8月 に受信された信号を 8日 ごとに合成し、北緯 30度、東経 75度 と北

緯 0度、東経 125度 を対角とする範囲 (イ ンド西半分、中国南部、インドシナ半島、フィリピ

ンを含む)で整えた 135枚 の画像セットを所蔵している。また、つくばを中心とする画像は 2003

年 2月 ～ 2004年 8月 につくば市の農林水産研究計算センターで受信された信号を同様に合成

し、北緯 50度東経 115度 ～北緯 25度東経 165度 を対角とする範囲 (中国東部、朝鮮半島、日

本を含む)で整えた 73枚の画像セットを所蔵している。

図2 所蔵するつくば周辺のイコノスデータ (右 :つ くば～牛久、左 :恋瀬川流域 )

4 リモー トセンシングデータの利用について

所蔵するリモー トセンシングデータは、基本的には所内で使用できるようリモー トセンシン

グ解析室のデータサーバに各種データを集積しするよう作業を進めている。その結果、つくば

周辺のイコノス、国内のスポット、アスターについては、http:/111x57 niacs affrc gojp/satcllitcに 、

モディスデータについては、hip:/んlx57 niaes attc gojpに アクセスすれば利用可能である。な

お、画像の検索方法などについても Web上で閲覧できるようになつているが、詳しくは生態

系計測研究領域の関係メンバーにお問い合わせいただきたい。また、ランドサットデータにつ

いては、リモー トセンシング解析室で検索し、利用できるようになっている。

しかし、イコノスデータのように、農環研職員はフリーで使えるライセンスを所得している
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が、著作権は日本スペースイメージング社 (JSI)に あるため、画像を転載する際には CJSIの

表示が必要 となることや外部への提供はできないことはご注意いただきたい。また、研究 目的

配布で購入 した一部データは、利用者、目的、期間が限られているため、必ず しも自由に利用

できず、共同研究であれば利用できるとい うデータもあることもご承知おきいただきたい。

なお、データの利用にあたつて リモー トセンシング解析室では、画像編集、解析のための

Erdas lmagine、 ER…mapperな どのソフ トウエアと関連する地理情報システム解析 ソフ ト(ArcGIS)

なども利用可能 となつている。また、基盤 となる地図情報 として国内の各種数値地図も利用す

ることができるので、おたずねいただきたい。

5.おわ りに

利用できるリモーセンシングデータは、センサーの多様化 とともに年々増大 している。セン

サーの種類、解像度および観測波長の違いによつて、単純に比較することはできないが、最初

の観測が始まつて以来、30年以上が経過 している。 1つのデータは観測時の地表面の状態を客

観的にとらえているにすぎないが、時間の経過 とともに繰 り返 し観測 されたデータは農業生態

系を含む地表面の変化をダイナ ミックに語つているといえる。利用 目的は違っているとしても、

農業環境研究を進めるには貴重な資料 となることは間違いないといえる。今回は、主として リ

モーセンシングデータを取 り扱っている生態計測領域が所蔵するデータを中心に紹介 したが、

所内にはこれまで蓄積 されたデータが存在することは確かである。実際、これを執筆 している

筆者が取 り扱ったアメリカ、ブラジル、アフリカなどのデータもリス トにはないことに気づい

ている。それ らのデータを含め、今後データサーバの充実を図っていきたいと考えているので、

みなさま方の積極的な活用を期待 したい。 さらに、所外の方においても所内の関係者 と共同研

究を行 うことによつて利用は可能 となるので、あわせて積極的な活用に関する提案をいただく

ことを期待 している。
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